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大黒町に長岡市北越戊辰戦争伝承
館が平成２４年開館した。越後にお
ける最も激しい戦いは、長岡城が
再落城するまで約２ヶ月間続いた。
伝承館には、当時の貴重な資料や
地域を紹介するコーナーがある。

長岡市北越戊辰戦争伝承館

大黒町の古戦場パークに
は、戊辰戦争７０年にあた
る昭和１２年に村人１３人に
より、山本五十六元帥
（当時中将）の揮毫した
「戊辰戦蹟記念碑」が建
立されている。

大黒古戦場パーク

激戦地であった大黒村では、終戦と共
に帰村した村人が官軍、同盟軍の区分
なく死体を埋葬し、大黒神社の境内に
「戊辰の役供養塔」を建て１５０数年過ぎ
た現在でも毎年慰霊祭を行っている。

戊辰の役供養塔

A B

C

西照寺には、戊辰の役で亡くな
った戦病死者（長岡藩１４人・米沢
藩９人・会津藩３人・龍岡藩１人）
の墓がある。西照寺は戊辰の役
で焼失したが門前の銀杏の樹だ
けは残った。

戦功良勇士居士の碑D

渋木は、長岡城下に潜入し、油断してい
る官軍の動静を河井継之助に報告した。
奇襲作戦である八丁沖の渡河を決行す
る有力な情報であった。長岡城再落城の
とき負傷して自害した。宝珠院も戦火で
焼失した日であった。

長岡藩士 渋木成三郎の墓E
戊辰戦争では同盟軍の仮本営がお
かれ前線の重要な拠点となった。長
岡城再落城の時には、四ツ屋村は１１
軒が焼かれ物心ともに大きな被害を
こうむったが村の再生に尽力した。
多くの古文書が保存されている。

割元庄屋清水家F

幼少のころから聡明で西洋医学を学
び明治９年済生学舎を設立し、吉岡弥
生や野口英世など多くの西洋医を
輩出した。衆議院議員を３期務め、明
治３１年には内務省衛生局長に就任し
下水道法の制定に貢献した。

長谷川泰生家跡G

戦争が終ると官軍は、中之島・見附・与板
などの戦闘地域から遺体を集めて、押切
新田の北方の畑に埋葬した。これを官軍
塚と呼び当時は多くの墓があったが、今
は、加賀藩士４人の名が刻まれた墓石が１
基だけ西照寺墓地に移設されている。

加賀藩士の墓D

戊辰の役で官軍の陣屋となり、戦禍
にあってすべて焼失した。明治１１年９
月明治天皇の北陸巡幸の際には、戊
辰戦争の激戦地であったことから
巡幸の休息所となった。屋敷跡には
岩倉具視題筆の記恩碑がある。

大庄屋 安藤林泉家跡と明治天皇記恩碑H

安藤林泉の子「おくに」は、まれに見る美
少女として評判が高かったが５歳にして
この世を去った。可愛い我が子を亡くし
た哀惜の念からお地蔵様を建立し、「お
くに地蔵」と名付けて供養した。現在も
多くの人がお参りする。

おくに地蔵I
猿橋は、村松藩の殿様が参勤交代の時
に利用するなど、古志と蒲原を結ぶ交
通の要所で猿橋川に架けられた唯一の
橋である。津留番所は、藩の境や領内の
交通と物流の要所に設けられた川の関
所で猿橋のたもとにあった。

猿橋と津留番所跡J

貞心尼は、文政１０年（１８２７年）の春に閻
魔堂に移り、その秋良寛とはじめて出会
う。良寛７０歳・貞心尼３０歳の時のこと
であった。５年後に良寛は亡くなったが、
良寛の歌を集め「蓮の露」を作り歌人と
しての良寛を世に広めた。

貞心尼像と閻魔堂L
福島村には、官軍の富山藩の本陣
があった。６月２２日の福島夜襲戦で
は、２１軒も焼かれ村人は長岡の侍を
恨んだという。この苦難の出来事を
忘れず、忠義を重んじて戦死した者
を弔って記念碑が建立された。

戊辰戦争記念碑K
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大庄屋 安藤林泉家跡と
明治天皇記恩碑

横断注意
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ウォーキングコース

明治天皇記恩碑コース

距離：　3.0km

★今はなき長岡藩の士族待遇であった大庄屋 安藤林泉家を訪ねるコース。

歩数：　約4,300歩
50分時間：（ゆっくり歩き）

《A長岡市北越戊辰戦争伝承館 発→
　H大庄屋 安藤林泉家跡と明治天皇記恩碑→Iおくに地蔵→J猿橋と津留番所跡》

①

清水家コース

距離：　5.3km

★長岡城を奪還するため多くの武士（侍）が渡った八丁潟を偲ぶコース。

歩数：　約7,700歩
80分時間：（ゆっくり歩き）

《新組コミュニティセンター 発→A長岡市北越戊辰戦争伝承館→
　D戦功良勇士居士の碑・加賀藩士の墓→
　F割元庄屋清水家→E長岡藩士 渋木成三郎の墓→G長谷川泰生家跡》

②

貞心尼像コース

距離：　5.5km

★良寛と貞心尼が詩をかわしたロマンスの地、福島町を訪ねるコース。

歩数：　約7,900歩
85分時間：（ゆっくり歩き）

《A長岡市北越戊辰戦争伝承館 発→K戊辰戦争記念碑→L貞心尼像と閻魔堂
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新組東公園
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（桜並木）

西照寺 （富島町）


